
   

 

 

  

 

 

  
 

 
 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

本日の出席報告    
寄付金 ニコニコ 

米山記念 

奨学会 

ﾛｰﾀﾘｰ 

財団 

東南 

育英会 

 

55 周年

BOX 会員総数 ３３名 10 月 

22 日 

出席者 出席率 

出席免除会員 ４名 2２名 70.97% 累 計 490,350 0 0 50,000 1,385,518 

 

皆さま､こんにちは。久しぶりの例会にお集まりいただき､ありがとうございます。 

①先週の土曜日は、片男波での地引き網＆バーベキュー親睦会に、会員･ご家族の 

皆さま多数ご参加いただきました｡山田親睦委員長をはじめ､企画･準備にご尽力 

くださった委員のみなさま､本当にありがとうございました。クラブ親睦旅行は、 

コロナ禍から、永らく休止しておりましたが、大事な「クラブ奉仕事業」で、 

クラブ内親睦を深める大切な奉仕事業でありますので開催できよかったです。 

②さて、先々週の 10 月 8 日・9 日には、当クラブから会員とご家族あわせて 21 名で、姉妹クラブで 

ある熊本東南ロータリークラブを訪問してまいりました。 

目的はもちろん、来年 4月の「和歌山東南 RC 創立 55 周年記念式典」へのご案内です。熊本駅に降 

り立つと、早速、熊本東南 RC の皆さんが笑顔でお出迎え。「キャッスルホテル」「日航ホテル」 

まで送迎してくださり、そのおもてなしの温かさに、早くも胸がいっぱいになりました。 

熊本東南 RC ４０周年記念式典でのおもてなしの温かさがよみがえりました。例会は、私たちの訪 

問に合わせて昼例会を夜例会に変更して訪問準備してくれました。堤会長のご挨拶の前に、私の訪 

問スピーチ、さらに辻本副委員長のあいさつまでプログラムに入れてくださっていました。 

「和歌山東南 RC 訪問、ウェルカム一色の例会としていただきました。「ああ、姉妹クラブのおもて 

なしは、気分がいいな」と思いました。例会後の懇親会では、カラオケスナックにて大盛り上が 

り。あちこちで笑い声が響き、「ロータリーって、やっぱり人と人の輪なんだな」と実感いたしま 

した。翌日はゴルフや観光までご設定くださり、まさに“友情フルコース”の二日間でした。 

今回の訪問であらためて「ロータリーの友情は距離を超える」と感じました。 

そして来年 4月の当クラブの 55 周年記念式典では、熊本でいただいたこの温かいおもてなしを、 

ぜひ和歌山東南 RC の心でお返ししましょう。 

ありがとうございました。 

 

 
① ３件事務局に届いておりますので、各テーブルに一部置いています。 

ご一読頂き､御入用の方はお持ち帰り下さい。  

 ・１０月「地域社会の経済発展月間」です。各 RC の奉仕プロジェクトの一部が 

掲載されてます。 

 ・RI 日本事務局 財団室 NEW ロータリー財団関する情報が掲載されてます。 

 ・米国空軍太平洋音楽隊 日米親善コンサートチラシ  

11 月 16 日(日)和歌山マリーナシティ アドベンチャーホール、入場無料(整理券が必要) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林君：米山奨学生 蔡さん、卓話楽しみです。 

結婚記念日お祝い：寺下君。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

土屋君：めっきり秋めいてきましたね。寒暖の差があり風邪が流行っています。 

どうかご自愛ください。 

竹中君：熊本訪問おつかれさまでした。今日の委員会よろしくお願いします。 

山田君：親睦委員長の山田です。地引網では皆様 参加いただきありがとうございました。 

中曽君：東南会で優勝しました。 

中曽君：趣旨に賛同して。 
 

 
② 世界ポリオデー･フォトコンテストへの写真投稿の依頼が第 3地域ロータリー公共イメージ向上より 

届いております。締め切りは 11 月 5 日、テーマはポリオ根絶の想いが、全国のロータリアン又は写

真を見る人に伝わるような感動的なシーン。表彰は第 54 回ロータリー研究会（11 月 17-19 日、横浜

パシフィコ） 

③ 「とらふす祭り」ご案内 10 月 11 日(土)17:00～19:30、虎伏学園でお客様を招いての「とらふす 

祭り」が開催されました。プログラムはこどもたちによるチームごとのダンス、太鼓の演奏等。 

当クラブからは小林会長、谷口青少年奉仕委員に参加いただき､ご祝儀として青少年奉仕委員会(奉 

仕会計)より 10,000 円持参いたしました。 

④ 地区 クラブ国際奉仕委員長会議開催のご案内  

  日時･場所：11 月 29 日(土) 13:30～15:30、ﾎﾃﾙアバローム紀の国 3階 

登立 国際奉仕委員長､ご出席宜しくお願い致します。 
 

 

♬ ソング斉唱 ♪  

山田ソング委員長・土屋幹事 

「四つのテスト」 「結婚記念日の歌」 



「 委員会報告 」 竹中 55 周年実行委員長 
 

 

 

 

 

５５周年実行委員長の竹中でございます。 

先日（10 月８日～９日）の熊本東南ロータリークラブ様への訪問、ありがとうござ

いました。そしてお疲れ様でございました。私は実行委員長ですのに、体調不良で

出席できず、皆様方にご迷惑をお掛けしてしまい、深くお詫びいたします。 

２日間は、良いお天気に恵まれ、ゴルフに観光にと楽しまれ、熊本東南ロータリー

クラブの皆様方からの心からの歓迎を受けられたとお聞きし、同行できなかったも

のの感謝の気持ちでいっぱいになりました。ご出席の皆様に御礼を申し上げます。 

なお、本日の例会終了後、委員会を開催しますので、委員の皆様、ご出席よろし 

         くお願いいたします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
   

 皆さん、初めまして。私は和歌山南ロータリークラブに所属している奨学生、

蔡宜庭（サイギテイ）と申します。台湾の台北出身で、日本に来てそろそろ 4 年

が経ちます。現在、和歌山大学経済学部で勉強しています。 

 母国台湾の紹介だけでは少し物足りないと思い、卓話では何を話そうかとかな

り迷いましたが、和歌山に来てからの人生は、それまでとは異なる体験と多くの

出会いができました。そこで、今回の卓話は「私と和歌山」というタイトルで、

私が感じた和歌山への思いを語りたいと思います。 

 私の出身地台北は台湾の首都であり、政治、経済、文化の中心地です。台北は朝の朝ご飯の店から

夜たくさん屋台がある夜市まで一日中賑やかです。そんな賑やかで高層ビルだらけの台北から、静か

で美しい山々が並んでいる和歌山に引っ越してきました。最初は、和歌山の交通が不便でびっくりし

ました。バスは 1 時間に 1 本しかなく、静かすぎて少し戸惑いました。しかし、住めば住むほど、和

歌山のゆっくりな生活にだんだん慣れてきました。和歌山は自然に恵まれており、家からバイクで 15

分走ると、磯の浦という美しいビーチに着きます。ストレスを感じた時、海風を感じながら過ごす時

間が私の心を癒し、リフレッシュすることができます。 

 自然だけではなく、和歌山が好きになった理由は「人」です。和歌山へ来たばかりの時、なかなか 

日本人の友達できなく、本当に寂しいでした。ある日、ベトナム人の先輩を通じて「WIN コンコード」

という NPO 団体を紹介されました。この団体は、和歌山大学の留学生をサポートしてくれる組織で、

ここでたくさんの温かい人たちと出会い、和歌山での生活が大きく変わりました。 

 最後に、ロータリーの皆様に心から感謝しています。各分野で活躍されるロータリアンの方々と出

会うことで、より深く日本を理解できました。日本の職場文化や和歌山の歴史、さらには人生におけ 

る貴重な教えをいただき、私の視野は広がり、多くのことを学びました。これからも引き続き成長 

し、台湾と日本の架け橋となれるよう努力していきたいと思います。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


